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	第１　計画策定の趣旨
	第２　令和３年度に献血により確保すべき血液の目標量
	　 /
	　 （献血目標の内訳）
	　 　 /
	　 　 /
	　 　 /
	　 　 /
	　 　 /
	　 　 /
	　 　 /
	　 　 血小板成分献血1,8051,004
	　 　 合　計28,39412,538

	　 /
	　 （献血目標の採血場所別内訳）
	　 　 /
	　 　 /
	　 　 /
	　 　 /
	　 　 /
	　 　 /
	　 　 /
	　 　 /
	　 　 合　計15,39812,99628,394


	第３　計画の期間
	/
	第４　基本的考え方
	/
	第５　目標量を確保するために必要な措置に関する事項
	　 １　普及啓発活動の実施
	　 （１）若年層を対象とした対策
	　 /
	　 （２）高校生等に対する啓発
	　 　 ア　男性に限り４００ｍL 全血採血が１７歳から可能であること等，正確な情報を伝え，献血者の協力を得る。

	　 （３）大学生に対する啓発
	　 /
	　 （４）企業等における安定的な集団献血の実施
	　 　 ア  企業等の献血を推進するため，企業等が参加しやすい方法により，献血組織の育成を図る。また，特に２０歳代，３０歳代の労働者の献血促進について，企業等に協力を求める。
	　 　 イ　企業及び徳島県職員の成分献血登録制度による安定的な成分献血を実施する。
	　 　 /

	　 （５）複数回献血の推進
	　 　 /

	　 （６）献血推進キャンペーン等の実施
	　 　 県，市町村，血液センターは，相互に連携し，献血目標の達成及び献血の普及啓発を目的に，次のとおり献血推進キャンペーンを実施する。

	　 ２　献血推進組織等の育成に関する事項
	　 （１）献血功労団体等に対する厚生労働大臣表彰状，同感謝状の伝達の実施
	　 （２）献血協力団体等に対する知事表彰，保健所長表彰の実施
	　 （３）献血協力団体等の担当者研修会の実施
	　 （４）市町村及び市町村社会福祉協議会担当者研修会の実施
	　 （５）保健所及び市町村から管内の企業組織及び各種団体（ライオンズクラブ，婦人会等）への要請
	　 （６）献血協力団体はもとより，献血思想の普及，推進等に意欲的な団体等との連携強化
	　 ３　採血所の環境整備等
	　 （１）献血者が安心して献血できる環境の整備
	　 （２）献血者の利便性の向上
	　 　
	　 ４　献血時の血液検査による健康管理サービスの充実
	　 　 /
	　 　 ５　献血者の意思を尊重した採血の実施　
	　 　 血液センターは，初回献血者や献血に不安がある方に対しては，十分な説明を行い，献血者の意思を可能な限り尊重した上で，採血区分（２００ｍL 全血採血，４００ｍL 全血採血又は成分採血）を決定する。
	　 　 /


	第６　その他献血の推進に関する重要事項
	　 １　徳島県献血推進協議会の開催
	　 　 県は，徳島県献血推進協議会を開催し，次年度の徳島県献血推進計画の策定，献血思想の普及，献血制度の推進等について協議する。
	　 　 また，若年層に対して献血推進及び献血思想の普及を図るため，同年代の学生献血ボランティアに献血推進協議会への参加を促す。

	　 ２　血液製剤の安全性を向上させるための対策の推進
	　 　 献血時の本人確認，問診の徹底はもとよりＨＩＶ等の感染症の検査を目的とした献血を行わないよう県民に対し周知を行う。
	　 　 /

	　 ３　血液製剤の適正使用等の推進
	　 （１）県及び血液センターは，主な医療機関の血液製剤使用状況を把握するとともに，医療機関に対し必要な情報提供を行う。
	　 （２）県は，血液センター及び関係医療機関と合同で，徳島県合同輸血療法委員会を開催し，県内医療機関の血液製剤の使用及び輸血療法の適正化を推進する。
	　 /
	　 ４　血液製剤の在庫水準の常時把握と不足時の的確な対応
	　 （１）県及び血液センターは，赤血球製剤等の在庫水準を常時把握し，在庫の不足等が予測される場合，供給に支障を及ぼす危険性を勘案し，所要の策を講ずる。
	　 （２）県は，血液不足時の危機管理水準に対応して関係部局と連携，協力を図り，献血推進本部（本部長：保健福祉部長）を開催し，血液センターと協力して血液確保対策を講ずる。
	　 ５　災害時等における献血の確保等
	　 （１）県及び市町村は，災害時等において医療需要に応じた必要な血液量を確保できるよう、様々な公報手段を用いて、献血への協力を呼びかける。その際、血液センターは、被害状況等の情報収集を行ったうえで、献血の
	　 （２）血液センターは，あらかじめ災害時等に備えて、関係者との通信手段の確保，広域的な需給調整の対応を含む事業継続計画を定める。県及び市町村は，広域的な需給調整を行う際など、血液センターの取り組みを支援


